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「デジタル支援の眼科手術」にて

8K-3D 映像システムの 3D 眼鏡を

着用している聴衆
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シンポジウム「眼炎症研究の最前線」にて
座長の岡田教授と高瀬講師(医科歯科大)

閉会式にて仁ogan 杯の授与

左から平形明人会長、大鹿哲郎

日眼理事長

学会を無事終えた

平形明人会長と厚東隆志事務局長

[ イベント情報
く第 13 回診療眼科研究会>

気賀沢一輝先生(非常勤講師)主催
2018 年 7 月 13 日(土)15:30 "-' 19 :00 場所:杏林大学大学院講堂

教育講演:篠田啓先生(埼玉医科大学眼科教授)
特別講演:渡遺衡一郎先生(杏林大学医学部精神神経科学教室教授)

く第 1S 回 Eye(are Strategy Seminar> 
2019 年 8 月 24 日(土) 17:00"-' 19:00 場所:ヒルトン東京 4 階菊の間

第 1 テーマ: í緑内障に関する最近の話題: QOL， OζTA、 PPGJ 福地健郎先生(新潟大学医学部眼科学分野教授)
第 2 テーマ: í神経眼科の視野異常」木村 E紀子先生(兵庫医科大学眼科学教室准教授)

く第 62 回東京多摩地区眼科集談会>
2019 年 10 月 19 日(土) 14:30"-' 16:30 場所:杏林大学大学院講堂

特別講演: í角膜疾患(仮題)J 山田昌和先生(杏林大学医学部眼科学教室教授)

く第 22 回酉東京眼科フォーラム〉
2019 年 11 月 13 日(水) 1 9:00 "-' 21 :00 場所:吉祥寺第一ホテル 8F 飛鳥の間
特別講演: í学童近視から病的近視まで:近視治療のトータルマネジメン卜」

大野京子先生(東京医科歯科大学眼科学教室教授)

L 編集部からのコメント
皆様のご支援により、平成時代最後の日眼総会主管を無事に終了できました。 ちょうど杏林医学部 50 年、アイセン

タ- 20 周年を迎えた年でした。ありがとうございました。 また、アイセンターに頼もしい人材がたくさん入局しま

した。 どうぞよろしくお願いします。 (AH)
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<執筆者:括弧に明記 production:岡田アナベルあやめ、中山真紀子、富田茜、仲罵みずき>

L アイセンター新入医局員の紹介(慶野博

医師の大学病院離れと医師数の地域格

差の問題が叫ばれて久しいですが、との問

題と関連して日本専門医機構によって導

入された「新専門医制度」が現在、大学付属

病院の新入医局員数、特に都市部において

極めて大きな影響を与えています 。 乙の経

緯について簡単に説明しますと、とれまで

新入医局員の定数についてはある程度、各

大学医局の裁量に任されていましたが、日

本専門医機構により平成 30 年度から東京、

幸fizzz楚慧謹話器罪理、林勇海 神奈川、愛知、大阪、福岡の 5 都府県におい
て、後期研修医(現在は専攻医という名称になりました)の入局者数が制限され(一部

の診療科を除く)、上記 5 都府県の大学付属病院を含めた基幹施設が受け入れできる

人数に上限が設定されました 。 とれによって都内の大学病院で後期研修を希望してい

たにも関わらず、受け入れ人数の制限により別の地域に変更した、また希望する科を

変更したといった声も聞きます 。

とのような専門医制度の大変革の時代に今年度は 5 名の専攻医(大岩未来先生、角

田麻理先生、岡野香那先生、成田文洋先生、福本隆基先生)が杏林アイセンターに入局

し、とれにより現在 1 年目から 3 年固までの専攻医数は合計で 13 名と 5 年前では考

えられないほどの規模となってきました 。 さらに慶応義塾大学眼科学教室からは林勇

海先生が眼炎症・神経眼科フエローとしてアイセンターのメンバーに加わりました 。

我々指導スタッフもバランスのとれた眼科臨床医育成のため杏林アイセンターの特

色を生かした教育システムのさらなる充実を目指していきたいと思います 。 乙れから

の杏林アイセンターを担う各先生方の成長を願うとともに今後の大いなる活躍を期

待しています



大岩未来

角田麻理

成田文洋

今年度から杏林アイセンターに入局させていただきました、大岩未来と申します。

三重県出身で大学も初期研修も三重県内で過ごしてきました。杏林アイセンター

は幅広い症例数を経験できるだけでなく、教育体制もとても充実しており、眼科医

として成長するには最適の場であると感じました。働き始めてから 1 ヶ月が経ち、

先輩に診察や手術の手順などを教えていただきながら充実した日々を過ごしてお

ります。 まだまだ至らない点が多く、ご迷惑をおかけするととも多々あると思いま

すが、どうぞご指導・ご鞭援のほどよろしくお願いいたします。

今年度より杏林大学病院眼科学教室に入局させて頂きました、岡野香那と申します。

聖マリアンナ医科大学出身ですが、ご縁があり学生や初期研修の時にウエッ卜ラ

ボや病院見学で杏林アイセンターを体感させて頂く機会がありました。 その中で、

杏林アイセンターには多くの専門外来があり幅広い疾患について学ぶととが出来

ると考え、入局させて頂きました。 また、ウエッ卜ラボやクルズス、カンファレンス

など教育面も充実しておリ、恵まれた環境であるととを日々実感しております。来

年度は亀田総合病院で研修させて頂く予定です。 ご迷惑をおかけするかとは思いま

すが、学ぶ姿勢を持ち日々励んで参りたいと思いますので、ご指導ご鞭捷のほどよ

ろしくお願い申し上げます。

今年度の4月より入局させていただきました、角田麻理と申します。

出身大学は日本大学で、初期研修より杏林大学病院にて研修させていただいてお

ります。初期研修の1 年時に眼科を口ーテー卜させていただいた際、眼科学の専門性

の高さ、医局の先生方の教育姿勢とそれぞれの専門に対する熱意、手術の美しさに

魅了され、眼科学に興味を持つようになりました。そして、当院のアイセンターでは

多くの症例を高い専門性を持って学ぶととが出来ると考え、入局させていただきま

した。 乙のような恵まれた環境で学べるととに感謝し日々精進していく所存であり

ますので、今後ともご指導ご鞭捷のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

今年度の4月より杏林大学眼科学教室に入局致しました、成田文洋と申します。

初期研修中に見学に伺い、アイセンターで、熱心に働き患者と向き合う先生達の姿

を見て是非との施設で働いてみたいと思い入局させていただきました。実際に働く

と目前に幅広い分野の豊富な症例があり、日々勉強をさせていただいています。 1 例

1 例真塾に向き合っていきたいと思います。色々とご迷惑をおかけすると思います

が、一生懸命頑張りますので今後ともご指導ご鞭捷のほどよろしくお願い申し上げ

ます。

今年度4月より入局致しました福本隆基と申します。

生まれも育ちも熊本で熊本大学出身です。東京・杏林大学は縁もゆかりも有りま

せんが、杏林アイセンターに見学に来た時に先生方の診療に対する姿勢、充実した

設備に感銘を受け入局を決めました。各分野にスペシャリス卜の先生が在籍してお

り、眼科医として重要な最初の数年をそういう環境で学べるととはとても恵まれた

ととだと思います。 まずは眼科ジエネラリス卜として、そしていつか網膜硝子体分

野に進みたいと考えております。 まだまだ未熟者ですが先生方のお力添えと同期と

福本隆基 切瑳琢磨し成長していきたいと思います。今後ともご指導のほどよろしくお願い致
します。

林勇海

林勇海(いさみ)と申します。 出身は慶臆義塾大学、部活は軟式テニス部です。

2年間の前期研修を済生会中央病院で行い、慶臆大学にて3年間の眼科後期研修を

行いましたが、本年4月より眼炎症・神経眼科のフエ口ーとして杏林で勉強させてい

ただくとととなりました。杏林でのフ工口ーにおける目標は「大局観」を磨くととで

す。 乙れは私の趣味である囲碁で使われる言葉で、物事の全体的な状況や成り行き

に対する見方や判断をさします。 自分の目指す専門分野では全身疾患と関連する病

態も多く、他科連携が特に重要な分野といえますが、眼の正確な所見を取り適切な

診断・治療を考察するととは勿論のとと、その患者さんの全身で生じている病態を

把握するなど、「大局観」をもって診療に当たれるよう努力していきたいと存じま

す。未熟者ですが今後ともご指導ご鞭提のほど宜しくお願い申し上げます。

L 第I>>l回日本眼科学言語総会ヲオト列μ(l~

平成31 年4月 18 日 "-'21 目、東京国際フォーラムにて第123回日本眼科学会総会を無事開催するとと

ができました。参加人数は歴代2番目となる7.646人を記録し、盛況裏に閉幕いたしました。

同門会員、関連病院のみなさまからはご寄付を、また近隣の医療機関のみなさまには学会期間中に紹

介を控えていただくなど、多大なご支援ご協力を賜リ本当にありがとうございました。

みなさまのご協力があってとその学会であったと心より感謝申し上げます。

今回は紙面が限られており一部の写真しかお見せできませんが、医局員による詳細な学会レポー卜

を現在準備中の20周年記念誌に掲載する予定でおりますので、そちらをご期待いただければと存じ

ます。

開会式 招待講演 会長枠シンポジウム
左から村田敏規プログラム委員長、平形明人会長、福下公子副会長 左から演者 Dr.Mark Humayun ，座長 平形教授、 íA I と ビ ッグデータがもたらす眼科医療の将来」

座長 Dr. Young Hee 


